
令
和
三
年
四
月
十
四
日
初
校

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

７ ６仙台市政だより　令和３年（2021年） ５月号

仙台市の人口（対前月増減数） 現在、国勢調査集計作業中のため、掲載をお休みします。

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

仙台市政だより　令和３年（2021年） ５月号

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

▲佐藤駿太郎選手

▲八鍬廣志氏

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

42

　
震
災
か
ら
２
カ
月
に
な
ろ
う
と
す

る
平
成
23
年
５
月
初
め
、
自
転
車
を

若
林
区
の
沿
岸
部
へ
走
ら
せ
た
。
海

岸
線
に
沿
っ
て
緑
色
の
壁
と
な
っ
て

い
た
防
潮
林
の
木
々
は
流
さ
れ
、
多

く
の
建
物
も
失
わ
れ
る
な
ど
、
津
波

に
よ
っ
て
風
景
は
一
変
し
て
い
た
。

　
仙
台
市
の
最
も
東
南
に
位
置
す
る

藤
塚
に
行
き
着
く
と
、
か
つ
て
神
社

が
あ
っ
た
付
近
は
一
面
の
砂
で
、
別

世
界
だ
っ
た
。
し
か
し
、
じ
っ
と
目

を
凝
ら
す
と
、
砂
の
中
に
僅わ

ず
か
に
顔

を
出
し
て
い
る
石
。
夢
中
で
砂
を
払

う
と
、
江
戸
時
代
の
石
碑
だ
っ
た
。

瞬
間
、
映
画
「
猿
の
惑
星
」
の
有
名

な
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
、
自
由
の
女
神
が

砂
丘
に
埋
も
れ
て
い
た
、
あ
の
映
像

が
脳
裏
で
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
。

　
少
し
目
線
を
上
げ
る
と
、
塩
分
が

残
っ
て
い
る
は
ず
の
砂
地
に
緑
の
芽

生
え
が
点
在
し
、
遠
く
に
は
少
な
い

な
が
ら
も
菜
の
花
の
黄
色
が
。

　
津
波
は
多
く
の
も
の
を
流
し
た
が
、

か
弱
そ
う
な
イ
ト
ト
ン
ボ
や
在
来
種

の
メ
ダ
カ
が
生
き
残
っ
た
場
所
も
あ

っ
た
。
生
き
抜
い
た
も
の
、
姿
を
消

し
た
も
の
、
復
活
し
た
も
の
‥
‥
。

震
災
後
間
も
な
い
時
期
に
ま
と
め
ら

れ
た
「
巨
大
津
波
は
生
態
系
を
ど
う

変
え
た
か
」
は
、
大
災
害
に
直
面
し

た
動
植
物
の
多
様
な
姿
を
紹
介
し
、

力
強
さ
と
脆ぜ

い
弱じ

ゃ
く

さ
を
併
せ
持
つ
自
然

の
不
思
議
さ
を
改
め
て
教
え
て
く
れ

る
。

　
災
害
の
痕
跡
は
、
時
の
流
れ
と
と

も
に
変
化
す
る
た
め
に
そ
の
姿
が
見

え
に
く
く
な
る
が
、
地
中
に
そ
の
記

憶
を
と
ど
め
る
こ
と
が
あ
る
。「
大

地
か
ら
の
伝
言
」
は
、
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
過
去
の
災

害
―
地
震
・
津
波
・
洪
水
・
火
山
噴

火
―
の
痕
跡
を
紹
介
し
た
も
の
。
人

類
の
生
活
は
、
常
に
災
害
と
共
に
あ

る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
１
冊
だ
。

消
え
た
も
の
、
残
る
も
の
、
そ
し
て
、

「
巨
大
津
波
は
生
態
系
を
ど
う
変
え
た
か

―
生
き
も
の
た
ち
の
東
日
本
大
震
災
」

『宮城の災害考古
学』刊行特別委員
会／編
宮 城 県 考 古 学 会　
刊

永幡嘉之／著
講談社　刊

　

郷
土
史
家  

菅
野　

正
道

「
大
地
か
ら
の
伝
言
―
宮
城
の
災
害

考
古
学
」

　
４
月
１
日
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

被
害
を
受
け
平
成
29
年
に
閉
校
し
た
東

六
郷
小
学
校
跡
地
に
「
東
六
郷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
広
場
は
、
地
域
と
と
も
に
歴
史

を
刻
ん
で
き
た
小
学
校
の
記
憶
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
交
流

の
場
と
す
る
た
め
、
地
域
住
民
で
構
成

さ
れ
た
「
六
郷
東
部
ま
ち
づ
く
り
部

会
」
が
利
活
用
の
検
討
を
進
め
て
き
た

も
の
。
部
会
と
市
が
設
計
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
、
市
が
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
広
場
に
は
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
芝

生
広
場
の
ほ
か
、
慰
霊
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、

地
区
の
歴
史
や
暮
ら
し
を
伝
え
る
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
東

六
郷
小
学
校
の
校
庭
で
津
波
に
耐
え
て

残
っ
た
桜
の
木
も
、
接
ぎ
木
を
し
て
育

て
ら
れ
、
敷
地
内
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
の
オ
ー
プ
ン
の
前
に
は
、
地
域

の
協
力
に
よ
り
広
場
内
の
メ
ダ
カ
池
に

井
土
メ
ダ
カ
を
放
流
。
地
域
固
有
の
遺

伝
子
を
持
ち
、
井
土
地
区
に
生
息
し
て

い
た
井
土
メ
ダ
カ
は
、
奇
跡
的
に
津
波

被
害
に
よ
る
絶
滅
を
免
れ
、
市
内
各
地

で
保
護
の
た
め
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
無
事
に
ふ
る
さ
と
六
郷
東
部
地
区

に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
広
場
は
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
管

理
主
体
と
な
り
、
新
た
な
地
域
交
流
の

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

▲震災前に研究用に採取さ
れていたため、絶滅を免れ
た井土メダカ。市内各地の
里親に育てられてきました

　
４
月
２
日
、
宮
城
野
区
燕
沢
地
区
で

地
域
住
民
の
足
と
な
る
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
「
の
り
あ
い
・
つ
ば
め
」
の
運
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
地
域
交
通
の
導
入
に
取
り
組

む
団
体
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
制
度
を
活
用
し
た
地
域
交
通
の
本
格

運
行
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
丘
陵
地
で
道
が
狭
く
大
型
バ
ス
の
運

行
が
困
難
な
燕
沢
地
区
で
は
、
町
内
会

等
を
中
心
に
、
地
域
交
通
の
導
入
を
目

指
し
て
こ
れ
ま
で
３
回
の
試
験
運
行
を

実
施
。
利
用
実
績
等
を
踏
ま
え
て
時
刻

表
や
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
重
ね
、
昨
年

１
年
間
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
し
た
。

「
の
り
あ
い
・
つ
ば
め
」
は
、
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
で
週
３
回
運
行
し
、
地
区

内
の
29
カ
所
の
停
留
所
を
周
回
し
ま
す
。

　
現
在
、
複
数
の
地
区
で
地
域
交
通
の

導
入
に
向
け
た
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
今
後
も
、
地
域
の
生
活
を
支
え

る
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

市政
トピックス

の
り
あ
い
・
つ
ば
め
が

本
格
運
行
開
始

市政
トピックス

東
六
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
が
オ
ー
プ
ン

市政
トピックス

「
仙
台
藩
天
文
学
器
機
」
が
日
本
天

文
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　
３
月
18
日
に
、
本
市
所
蔵
の
「
仙
台

藩
天
文
学
器
機
」
が
、
宮
城
県
で
初
め

て
日
本
天
文
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
天
文
遺
産
は
、
歴
史
的
に
貴
重
な

天
文
学
・
暦
学
関
連
の
遺
産
を
文
化
的

遺
産
と
し
て
次
世
代
に
伝
え
、
そ
の
普

及
と
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
公

益
社
団
法
人
日
本
天
文
学
会
が
認
定
し

て
い
る
も
の
。
こ
れ
ま
で
、
会
津
日
新

館
天
文
台
跡
や
キ
ト
ラ
古
墳
天
井
壁
画

な
ど
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
仙
台
藩
天
文
学
器
機
」
は
、
天
体

の
位
置
を
観
測
す
る
渾こ
ん
天て

ん
儀ぎ

、
天
体
の

高
度
観
測
に
用
い
る
象し
ょ
う

限げ
ん

儀ぎ

、
天
球
を

模
型
に
し
て
天
体
の
観
測
値
を
記
録
す

る
大
・
小
の
２
つ
の
天て
ん

球き
ゅ
う

儀ぎ

の
計
４
点

か
ら
な
り
、
平
成
24
年
に
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
18
～
19
世
紀
に
仙
台
藩
の
天
文
学

者
が
製
作
し
、
使
用
し
て
い
た
も
の
。

江
戸
時
代
の
仙
台
藩
で
は
幕
府
天
文
方

か
ら
学
問
を
伝
授
さ
れ
て
以
来
、
盛
ん

に
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
渾
天

儀
は
、
実
際
に
観
測
に
使
わ
れ
て
い
た

も
の
と
し
て
、
日
本
に
現
存
す
る
唯
一

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
器
機
は
、
近
世
日
本
の
天
文
学
研

究
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ

る
と
評
価
さ
れ
、
今
回
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　
「
仙
台
藩
天
文
学
器
機
」
は
、
仙
台

市
天
文
台
で
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
６
日
・
7
日
に
、
サ
ン
モ
ー
ル

一
番
町
商
店
街
や
青
葉
区
中
央
市
民
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
青
葉
区
内
に
あ
る

17
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す

る
「
市
民
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
in

▲仙台市天文台で展示している渾天儀（左上）、象限儀
（右上）、天球儀・大（左下）、天球儀・小（右下）

市政
トピックス

ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た

個
人
・
団
体
を
表
彰

　
３
月
13
日
「
仙
台
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」

の
表
彰
式
を
開
催
し
、
合
わ
せ
て
19
組

に
栄
光
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
、
功
労

賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。「
仙
台
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
」
は
、
昨
年
１
年
間
に
ア
マ
チ

あ
お
ば
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
モ
ー
ル
一
番
町
商
店
街
に
は
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
や
地
域
で
活
動
し
て

い
る
団
体
の
特
色
あ
る
事
業
を
ま
と
め

た
パ
ネ
ル
を
展
示
。
ホ
タ
ル
の
保
護
活

動
の
取
り
組
み
や
音
楽
を
通
し
た
地
域

交
流
の
様
子
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

が
紹
介
さ
れ
、
道
行
く
人
々
が
足
を
止

め
、
興
味
深
く
見
入
っ
た
り
、
職
員
に

質
問
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
達
武
将
隊
や
仙
台
の
ま
ち
の
歴
史
を

研
究
し
て
い
る
専
門
家
な
ど
を
案
内
役

に
、
古
地
図
や
昔
の
写
真
を
見
な
が
ら

ま
ち
歩
き
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

大
町
通
や
芭
蕉
の
辻
周
辺
を
歩
き
な
が

ら
、
地
形
や
道
路
の
名
称
な
ど
に
藩
政

時
代
の
名
残
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
身

近
な
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ダ
ン
ス
や
合
唱
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
市
民
セ
ン

タ
ー
の
多
彩
な
活
動
の
魅
力
に
触
れ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

市政
トピックス

街
中
で
出
会
う
市
民
活

動

●
施
設
の
開
館
状
況
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
先

等
、
詳
し
く
は
26
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
方
や
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
る
も
の
で
す
。

　
栄
光
賞
は
、
個
人
の
部
で
は
、
全
国

高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
２
０
２
０
で

優
勝
し
た
菅
野
航
平
選
手
を
は
じ
め
、

７
人
が
受
賞
。
団
体
の
部
で
は
、
第
73

回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
仙
台
大
学
附

属
明
成
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
通
信
記
録
会
で
優
勝
し
、
個

人
の
部
で
栄
光
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
駿

太
郎
選
手
は
「
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
日
本
の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
界
を
け
ん
引
し
て
い
く
選
手
に
な
り

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
、
少
年
・
ア
マ

チ
ュ
ア
野
球
チ
ー
ム
の
指
導
者
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
活
動
し
、
功
労
賞
を
受

賞
し
た
八や

鍬く
わ
廣
志
氏
は
「
こ
の
栄
誉
を

励
み
に
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
育
成

で
き
る
よ
う
研
さ
ん
を
重
ね
活
動
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。


